
(57)【要約】

　【課題】　手の形状にあった探触子で長軸と短軸を認

識させ、用途に応じて探触子を回転させて長軸と短軸を

切り替える超音波探触子を提供する。

　【解決手段】　超音波を送受信する超音波探触子１０

２において、探触子のケースの振動子配列部２０１に近

い部分は断面が四角形で構成されたくびれ部２０４が形

成され、このくびれ部２０４に連なりケーブル引き出し

部に近い部分は断面が円形で構成された丸み部を有する

。

【選択図】　　　図２

JP 2006-457 A 2006.1.5



【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 超 音 波 を 送 受 信 す る 超 音 波 探 触 子 に お い て 、 探 触 子 の ケ ー ス の 振 動 子 配 列 部 に 近 い 部 分
は 断 面 が 四 角 形 で 構 成 さ れ た く び れ 部 が 形 成 さ れ 、 こ の く び れ 部 に 連 な り ケ ー ブ ル 引 き 出
し 部 に 近 い 部 分 は 断 面 が 円 形 で 構 成 さ れ た 丸 み 部 を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 超 音 波 探 触 子
。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 超 音 波 を 送 受 信 す る 超 音 波 探 触 子 に 係 り 、 特 に 心 臓 の 検 査 に 用 い ら れ る 超 音
波 探 触 子 に 関 す る も の で あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 超 音 波 探 触 子 は 、 被 検 体 内 に 超 音 波 を 送 信 し 、 診 断 部 位 か ら 反 射 す る エ コ ー 信 号 を 受 信
す る も の で 、 超 音 波 診 断 装 置 は 、 超 音 波 探 触 子 が 受 信 し た 信 号 に 基 づ い て 、 診 断 部 位 に お
け る 超 音 波 診 断 像 な い し 超 音 波 画 像 と 称 さ れ る 画 像 を 再 構 築 し て 、 超 音 波 診 断 装 置 の 表 示
器 に 表 示 す る こ と に よ り 生 体 の 様 々 な 診 断 に 資 す る も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 電 子 走 査 型 の 探 触 子 に は 大 別 し て 、 リ ニ ア 走 査 型 探 触 子 と セ ク タ 走 査 型 探 触 子 と が あ る
。 リ ニ ア 走 査 型 探 触 子 は 腹 部 検 査 に 好 適 で あ り 、 セ ク タ 走 査 型 探 触 子 は 心 臓 検 査 に 好 適 で
あ る 。 な お 、 リ ニ ア 走 査 型 の 変 形 と し て 、 コ ン ベ ッ ク ス 型 探 触 子 が あ り 、 小 型 の コ ン ベ ッ
ク ス 型 探 触 子 も 心 臓 検 査 に 用 い ら れ る 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 願 2001－ 353150号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 上 記 の よ う な セ ク タ 走 査 型 探 触 子 や 小 型 コ ン ベ ッ ク ス 型 探 触 子 は 配 列 振 動 子 部 分 が 小 さ
い た め 、 操 作 者 が 握 る た め の 探 触 子 ケ ー ス の 断 面 形 状 は 、 従 来 か ら 四 角 形 又 は 丸 型 の ど ち
ら か 一 方 に 形 成 さ れ て い た 。 断 面 形 状 が 四 角 形 の 場 合 は 、 探 触 子 を 回 転 さ せ る 際 、 探 触 子
が 角 張 っ て い る た め 、 回 し 難 か っ た 。 ま た 、 断 面 形 状 が 丸 型 の 場 合 は 、 手 で 探 触 子 を 握 っ
た だ け で は 長 軸 方 向 （ 振 動 子 配 列 方 向 す な わ ち 超 音 波 走 査 方 向 ） と 短 軸 （ 長 軸 方 向 に 直 交
す る 方 向 ） の 区 別 を つ け る こ と が で き な か っ た 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 そ こ で 本 発 明 は 、 手 の 形 状 に あ っ た 探 触 子 で 長 軸 方 向 と 短 軸 方 向 を 容 易 に 認 識 し や す く
、 用 途 に 応 じ て 探 触 子 を 回 転 で き る 探 触 子 を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 前 記 課 題 を 解 決 す る た め に 、 本 発 明 は 以 下 の 様 に 構 成 さ れ る 。 超 音 波 を 送 受 信 す る 超 音
波 探 触 子 に お い て 、 探 触 子 の ケ ー ス の 振 動 子 配 列 部 に 近 い 部 分 は 、 断 面 が 四 角 形 で 構 成 さ
れ た く び れ 部 が 形 成 さ れ 、 こ の く び れ 部 に 連 な り ケ ー ブ ル 引 き 出 し 部 に 近 い 部 分 は 、 断 面
が 円 形 で 構 成 さ れ た 丸 み 部 を 有 し て い る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 以 上 、 本 発 明 に よ れ ば 、 く び れ 部 の 断 面 形 状 に て 長 軸 方 向 と 短 軸 方 向 が 認 識 で き 、 用 途
に 応 じ て 探 触 子 を 回 転 さ せ る 場 合 に 丸 み 部 に よ っ て 回 転 が 容 易 と な る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 超 音 波 診 断 装 置 に よ っ て 被 検 体 を 検 査 す る 態 様 を 図 1に 示 す 。
　 被 検 体 101の 検 査 部 位 に 探 触 子 102を 当 て 、 超 音 波 診 断 機 103を 制 御 す る こ と に よ り 、 超
音 波 を 被 検 体 101へ 送 受 信 し 、 超 音 波 画 像 を 取 得 し 、 取 得 さ れ た 画 像 を モ ニ タ へ 表 示 す る
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こ と で 超 音 波 検 査 は 行 わ れ る 。 探 触 子 102は 、 超 音 波 診 断 機 103に 接 続 コ ネ ク タ 104及 び ケ
ー ブ ル 105を 介 し て 接 続 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 本 願 発 明 の 実 施 形 態 を 図 2～ 図 4を 用 い て 説 明 す る 。 図 2に 示 さ れ て い る 探 触 子 は 、 図 1で
示 さ れ て い る の と 同 様 の 探 触 子 102で あ る 。 探 触 子 102は 、 配 列 振 動 子 と バ ッ キ ン グ 材 、 音
響 整 合 層 、 音 響 レ ン ズ 等 か ら 成 る 振 動 子 部 110と 、 配 列 振 動 子 の 電 極 と ケ ー ブ ル と の 接 続
回 路 を 収 納 す る 本 体 部 120と 、 ケ ー ブ ル の ブ ッ シ ン グ と ケ ー ブ ル と か ら 成 る ケ ー ブ ル 部 130
と を 有 し て い る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 配 列 振 動 子 201（ 実 際 に は 音 響 レ ン ズ に 覆 わ れ て 外 部 か ら 見 え な い 。 ） の 素 子 は 、 短 冊
状 に 配 列 さ れ て い る 。 本 体 部 120の ケ ー ス 121に は 、 く び れ 部 203と 丸 み 部 206が 形 成 さ れ て
い る 。 く び れ 部 203は 振 動 子 部 110に 連 な る 部 分 に 位 置 し 、 操 作 者 が 指 で 探 触 子 を 掴 ん だ と
き に 振 動 子 の 配 列 方 向 を 認 識 で き る よ う に 四 角 形 に 形 成 さ れ て い る 。 丸 み 部 206は く び れ
部 203に 連 な り ケ ー ブ ル 部 130ま で の 部 分 に 位 置 し 、 操 作 者 が 探 触 子 を 掴 ん だ と き に 親 指 と
人 差 し 指 の つ け 根 に フ ィ ッ テ ィ ン グ す る よ う に 、 円 形 に 形 成 さ れ て い る 。 こ こ で 円 形 と は
真 円 形 、 楕 円 形 、 長 円 形 を 含 む の で 、 平 面 を 有 さ な い こ と を 意 味 す る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 次 に 探 触 子 102の 上 記 詳 細 を 図 3， 図 4を 用 い て 説 明 す る 。
　 図 3は 探 触 子 102の 正 面 図 を 示 す 。 そ し て 断 面 C－ C’ 、 断 面 D－ D’ を そ れ ぞ れ 図 4に 示 す
。
　 図 4（ a） の 断 面 C－ C’ に 示 す よ う に 、 く び れ 部 203の 断 面 は 、 短 軸 約 3cmと 長 軸 約 3cmの
四 角 形 の 形 状 と な っ て い て 、 各 角 部 は 探 触 子 の 回 転 に 支 障 が な い よ う に 丸 み を 付 け ら れ て
い る 。 そ し て 、 く び れ 部 203の 周 囲 の 短 軸 断 面 の 一 つ に は 、 突 起 部 205が 設 け ら れ て い る 。
操 作 者 が こ の 突 起 部 205を 指 で 触 れ る こ と に よ り 、 探 触 子 102の ど の 軸 の 方 向 を 被 検 体 に 対
し て 当 て て い る の か 把 握 す る こ と が で き る よ う に な っ て い る 。 ま た 、 こ の 突 起 部 205は ス
キ ャ ン 開 始 点 を 示 し て お り 、 検 者 は こ の 突 起 部 205に よ り 、 ス キ ャ ン 開 始 点 を 把 握 し 、 超
音 波 診 断 機 103に 表 示 さ れ た 画 像 を 確 認 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 図 4（ b） の 断 面 D－ D’ に 示 す よ う に 、 丸 み 部 206は 、 親 指 と 人 差 し 指 で 探 触 子 102を 掴 ん
だ 際 に 、 親 指 と 人 差 し 指 の 間 の つ け 根 の 部 分 の 形 状 に 合 う よ う に 直 径 約 2cmの 円 形 断 面 で
形 成 さ れ て い る 。 そ し て 、 丸 み 部 206に も 断 面 C－ C’ と 同 様 に 突 起 部 205が 設 け ら れ て お り
、 親 指 と 人 差 し 指 の 間 の つ け 根 の 部 分 で も ス キ ャ ン 開 始 点 を 把 握 す る こ と が で き る よ う に
な っ て い る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 な お 、 上 記 で は 探 触 子 102ケ ー ス の く び れ 部 の 短 軸 方 向 及 び 長 軸 方 向 は 約 3cm、 丸 み 部 20
6の 直 径 は 約 2cmと し た が 、 こ の 寸 法 に 限 定 す る こ と な く 、 任 意 に そ れ ら の 大 き さ を 変 え て
も よ い 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 ま た 、 振 動 子 部 110の 外 周 に は 、 凹 状 の 取 り 付 け 部 2021と 凸 状 の 取 り 付 け 部 2022が 形 成
さ れ て い る 。 こ れ ら の 取 り 付 け 部 2021， 2022は 、 穿 刺 用 の ア タ ッ チ メ ン ト を 取 り 付 け る 部
位 で あ る 。 取 り 付 け 部 2021は 2箇 所 設 け ら れ 、 取 り 付 け 部 2022は 1箇 所 設 け ら れ て い る 。 穿
刺 用 ア タ ッ チ メ ン ト の 取 付 具 に も 、 こ の 取 り 付 け 部 2021と 取 り 付 け 部 2022に 合 う よ う に 凸
状 が 2箇 所 と 凹 状 が 1箇 所 設 け ら れ て い る 。 こ の よ う に 穿 刺 用 ア タ ッ チ メ ン ト を 3点 で 固 定
す る こ と に よ り 、 穿 刺 の 際 に 針 が ず れ た り す る こ と な く 、 被 検 体 に 挿 入 さ せ る こ と が で き
る 。 こ の 方 式 に よ り 、 超 音 波 診 断 機 103に 表 示 さ れ る 超 音 波 画 像 を 観 察 し な が ら 、 穿 刺 状
態 を 確 認 す る こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ １ ５ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 全 体 図 を 示 す 図 。
【 図 ２ 】 本 発 明 の 概 観 図 を 示 す 図 。
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【 図 ３ 】 本 発 明 の 正 面 図 を 示 す 図 。
【 図 ４ 】 本 発 明 の 断 面 図 を 示 す 図 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ １ ６ 】
　 １ ０ １ 　 被 検 体 、 １ ０ ２ 　 探 触 子 、 １ ０ ３ 　 超 音 波 診 断 機 、 １ ０ ４ 　 接 続 器 、 １ ０ ５ 　
ケ ー ブ ル 、 １ １ ０ 　 振 動 子 部 、 ２ ０ １ 　 配 列 振 動 子 、 ２ ０ ３ 　 く び れ 部 、 ２ ０ ４ 　 回 転 部
、 ２ ０ ６ 　 丸 み 部 ２ ０ ５ 　 突 起 部

【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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